
講 

座

　
昭
和
49
年
建
築
の
玖
波
公
民
館
は
、
老
朽

化
な
ど
の
理
由
か
ら
、「
玖
波
交
流
館
」
と

い
う
新
た
な
施
設
に
建
て
替
わ
り
ま
す
。

　
玖
波
公
民
館
で
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
自

主
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
23
年
か
ら
「
学
び
の
カ
フ
ェ
」

講
座
を
開
始
。
そ
の
講
座
を
受
講
し
た
「
地

域
ジ
ン
」
と
共
に
、
地
域
の
課
題
を
考
え
解

決
を
探
る
「
地
域
ジ
ン
學
び
の
カ
フ
ェ
」
へ

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
地
元
の
中
学
生
と
も
連
携
し
、
世
代
を
超

え
た
交
流
と
な
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
へ
繋
が
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、
平
成
27
年
３
月
に
文
部
科
学

大
臣
表
彰
で
あ
る
「
優
良
公
民
館
表
彰
」
の

最
優
秀
館
と
し
て
日
本
一
の
公
民
館
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
長
年
、
玖
波
公
民
館
の
事
業
を
け
ん
引
し

て
き
た
職
員
の
河
内
ひ
と
み
さ
ん
は「
参
加
者

か
ら
の
、
玖
波
公
民
館
の
お
か
げ
で
仲
間
が

で
き
た
。
人
生
が
楽
し
く
な
っ
た
。
と
い
っ

た
言
葉
を
い
た
だ
け
た
こ
と
や
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
立
ち
会
え
た

こ
と
が
、
私
の
宝
物
で
す
。」
と
、
長
年
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
す
。「
建
て
替
わ
っ
た『
玖

波
交
流
館
』
で
も
、
玖
波
公
民
館
の
長
い
歴
史

に
感
謝
し
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
信
頼
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

世
代
や
立
場
を
超
え
て
、
交
流
で
き
る
新
し

い
地
域
づ
く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
関
わ
り
続

け
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

小
さ
な
社
会
を

              

た
く
さ
ん
作
る

～
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
新
し
い
連
携
～

　
　
　
　
玖
波
公
民
館
　
☎
57
７
０
８
４

と
　
き　

７
月
25
日
㈯
13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
玖
波
公
民
館

内
　
容
　
今
、
地
域
に
必
要
な
の
は
、「
大

き
な
仕
組
み
」
よ
り
「
小
さ
な
つ
な
が
り
」

で
す
。
身
近
な
居
場
所
づ
く
り
や
新
し
い

連
携
の
あ
り
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

講
　
師
　
牧
野
　
篤
先
生
（
大
正
大
学
地

域
創
生
学
部
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

定
　
員
　
50
人
程
度
（
申
込
順
）

申
し
込
み
　
７
月
２
日
㈭
か
ら
玖
波
公
民
館
へ
。

あ
り
が
と
う
玖
波
公
民
館

　
　
　           

　
そ
し
て
未
来
へ

～
ビ
デ
オ
上
映
＆

　 

ふ
る
さ
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
＆
音
楽
～

　
　
　
　
玖
波
公
民
館
　
☎
57
７
０
８
４

と
　
き　

７
月
25
日
㈯
15
時
～
17
時

と
こ
ろ
　
玖
波
公
民
館

内
　
容
　
現
在
の
公
民
館
の
最
後
に
あ
た

り
、
懐
か
し
い
写
真
や
映
像
を
観
な
が
ら
、

リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
楽
し
む
会
で
す
。

⃝

玖
波
公
民
館
今
昔
物
語

　
香
川
晶
則
さ
ん(

歴
史
愛
好
家
）

⃝

ふ
る
さ
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク

⃝

地
元
中
学
生
の
言
葉

⃝
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

演
奏（
ス
マ
イ
ル・
　
　

　
K
E
N
G
O
）、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
　

定
　
員
　
50
人
程
度
（
申
込
順
）

申
し
込
み
　
７
月
２
日
㈭
か
ら
玖
波
公
民
館
へ
。

ありがとう「玖波公民館」ありがとう「玖波公民館」
～このまちに恋して
　　　　　　 このまちと生きる～

地域ジンの皆さん

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
　
☎
53
６
６
７
７

玖
波
地
域
の
新
し
い

交
流
施
設

　
玖
波
公
民
館
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
玖

波
の
機
能
を
統
合
し
た
新
し
い
交
流
施
設

「
玖
波
交
流
館
」
が
、
令
和
９
年
３
月
１
日

に
開
館
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
施
設
の
「
愛
称
」

を
募
集
し
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
玖
波
は
、令
和
９
年
２
月

（
予
定
）ま
で
通
常
通
り
使
用
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

　
７
月
１
日
㈬
か
ら
７
月
31
日
㈮
ま
で

応
募
資
格

　
募
集
期
間
内
に
、
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
方

応
募
方
法

⚪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
に

「
氏
名
」「
住
所
（
市
外
在
住
の
方
は
勤

務
先・通
学
先
）」「
連
絡
先
」「
愛
称
」 「
愛

称
に
込
め
た
意
味
や
想
い
」
を
入
力
し
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
紙・フ
ァ
ク
ス・

メ
ー
ル
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）

⚪
応
募
で
き
る
愛
称
は
、
１
人
１
案
の
み

と
し
ま
す
。

⚪
決
定
し
た
愛
称
の
著
作
権
は
、
大
竹
市

に
帰
属
し
ま
す
。

愛
称
の
決
定
・
公
表

⚪
応
募
の
あ
っ
た
愛
称
の
中
か
ら
、
最
優

秀
作
品
１
点
を
愛
称
と
し
て
採
用
し
ま

す
。（
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
方
へ
の
通

知
は
行
い
ま
せ
ん
。）

⚪
採
用
し
た
愛
称
は
、
広
報
お
お
た
け
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
表
し
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

⚪
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
こ
の
愛
称
募
集

に
関
す
る
事
務
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

⚪
採
用
し
た
愛
称
の
応
募
者
の
住
所
（
市

町
村
名
ま
で
）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を

広
報
お
お
た
け
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
同
意
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

         

愛  

称  

の  

条  

件

⚪
愛
称
の
中
に
必
ず
「
玖
波
」
の
地
名
を

入
れ
る
こ
と
。（
く
ば
・
ク
バ
・
K
U
B
A

な
ど
の
表
記
は
可
）

⚪
市
内
の
公
共
施
設
ほ
か
実
在
す
る
施
設
　

　
名
称
・
愛
称
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

⚪「
公
民
館
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
」　
　
　

「
福
祉
会
館
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）」
な
ど
、

　
実
在
す
る
施
設
種
別
と
混
同
す
る
お
そ
　
　

　
れ
の
あ
る
表
記
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

⚪
条
例
上
の
正
式
名
称
で
あ
る
「
玖
波
　

交
流
館
」
を
愛
称
と
し
て
応
募
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

⚪
玖
波
交
流
館
の
機
能
や
特
徴
、
こ
れ
ま
　

で
の
玖
波
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ロ
ン
玖
波
の
歴
史
や
理
念
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
玖
波
地
域
に
誕
生
す
る
新
た
な

交
流
拠
点
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

く
、
誰
も
が
覚
え
や
す
く
て
親
し
み
や

す
い
も
の
。（
た
だ
し
他
の
名
称・
愛
称

や
商
標
等
に
類
似
し
て
い
な
い
も
の
）

　
玖
波
交
流
館
の
建
設
工
事
の
た
め
、
８

月
１
日
㈯
か
ら
令
和
９
年
２
月
28
日
㈰
ま

で
玖
波
支
所
を
旧
広
島
信
用
金
庫
玖
波
支

店
内
（
玖
波
２
丁
目
13
番
３
号
）
に
一
時

移
転
し
ま
す
。

　
開
庁
日
は
土
日
祝
日
年
末
年
始
を
除
く
８

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

電
　
話
：
57-

７
０
８
３

F
A
X
：
59-

０
０
０
４

駐
車
場
：
６
台
（
う
ち
国
道
２
号
側
２
台
）

　
な
お
、
現
在
地
で
の
業
務
は
７
月
31
日

㈮
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

【
初
日
開
庁
日
に
つ
い
て
】

　
移
転
作
業
の
た
め
、８
月
３
日
㈪
は
13

時
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。お

急
ぎ
の
場
合
、市
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。ご
利
用
の
皆
様
に
は
、ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

応募フォーム

市ホームページ
（玖波交流館の整備に関する詳細など）

愛
称

募
集

ありがとう「玖波公民館」ありがとう「玖波公民館」
～このまちに恋して
　　　　　　 このまちと生きる～

地域ジンの皆さん

玖波支所を
一時移転します

問い合わせ　
     市民課　☎ 59-2143　

玖波交流館イメージパース
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